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下館二高　令和６年度　道徳教育全体計画

各教科・科目

諸法規

保護者の願い

学力の向上と進路希望の実現は
もとより、規範意識を高め、心豊か
な人間性を培い、生きる力の向上
を願っている。

校訓 生徒の実態

　遅刻・早退・欠席が少なく「あいさ
つ」などの基本的な生活習慣が身
に付いている生徒が大半である。
よって生徒指導上の問題も少なく、
全体的に学習や部活動をはじめ生
徒会活動やボランティア活動も活
発である。
   また、生徒会行事は生徒が主体
的に企画・運営し、各クラスの実行
委員を中心に生徒一人一人が積
極的に参加している。

健康や安全についての基礎知
識を学ばせる。運動を通じて体
力向上を図る。

Ｍｙ　Ｎｅｗ　Ｓｔｏｒｙ　～自らが創り出す未来～
｢校訓｣はありませんが「日日新」を本校の指針としています

1主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善、積極的なICTの活用  ２ 四年制大学
進学を推進し、国公立大合格者15名、難関私立大合格者15名を目標とする ３ 道徳教育、人
権教育を充実し、マナーや絆、助け合うことの大切さを身につける ４ 地域や社会における課
題を見つけ出し、原因分析や解決への方策を探求することで、地域に貢献できる人材を育成
する ５ これまでの学校文化を見直し、働き方改革を推進する

○文武両道を目標に、心身ともに健康で情操豊かな、地域に貢
献できる人財の育成　　○教育活動を通じ、自発的な学習意欲
や自律の心、途中で諦めない精神力の醸成　　○マナー、絆、助
け合うことの大切さ等「道徳教育」の推進

学校の教育目標

道徳教育重点目標

特別活動

ホームルーム活動（１学年「道徳」）

様々な文章を読み、話すこと・
書くことを通して他人と価値を深
め合いながら、心情を豊かに
し、よりよい人間関係を図る。

日本を含めた世界の先人たち
の歴史を学び、現在までの過程
を知ることにより、将来あるべき
人の生き方を考えさせる。

数学の理論を学び、問題演習を
行うことで、論理的な物の考え
方を身に付けさせる。生徒の判
断力を育成する。

・遅刻・早退・欠席の連絡の徹
底
・制服の正しい着用
・あいさつの励行
・交通安全指導
  （バイク実技講習）
・薬物乱用防止教室
・無断アルバイトの禁止

純朴で教育熱心な地域であり、伝
統校である本校への関心や期待
は高く、教育活動にも協力的であ
る。

・遅刻・早退・欠席の連絡を必ずし
てもらう。
・生徒の問題行動や悩みを早期に
担任を通して連絡し、学年・生徒指
導部などとの連携を密にする。
・生徒の進路や日常生活について
年に一度（３年生は二度）三者面
談を実施し、情報を提供する。
・授業参観や進路講演会等を通し
て、数多く学校に足を運んでもら
い、情報提供を行う。
・学校評価アンケートにより、家庭
の学校に対する考えや要望等を把
握し、よりよい学校をつくるために
協力をしてもらう。
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・生徒会による年間計画４回のあ
いさつ運動。
・生徒指導部によるさわやかマ
ナーアップキャンペーン運動。
・ＪＲＣ部によるボランティア活動。
・各運動部による中学校部活との
交流。
・地域社会の行事等への積極的な
参加。
・学校評議員からの助言や学校評
価アンケートの結果を学校教育に
生かす。

言語や文化への関心を深め、世界
へ視野を広げ、異文化を理解し尊重
する態度や積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度を育てる。

 家族や家庭、社会の意義を考
えさせ理解させるとともに、生活
に必要な知識と技術を習得させ
る。

 情報及び情報技術を活用させ
るための知識と情報化社会のも
のの見方や考え方を養う。

 ・自己の尊厳を深く自覚するとともに善悪を正しく
  判断し、自分の行動に責任を持てるようにする。
 ・他者の立場を考え、感謝と思いやりの心を持って
   人に接することができるようにする。
 ・自らの生命の大切さを深く自覚させるとともに、
   他の生命を尊重する態度を身に付けさせる。
 ・奉仕的精神を育成し、公徳を重んじた相互扶助に
   よる社会連帯の在り方を考えさせる。

地域社会との連携

公共

家庭との連携

１学年「道徳」（=Assess Term)
２学年キャリアプランニング
(=Acting Term)適性を理解し、チャレ
ンジ目標を定める。卒業後の進路実
現に向けたライフプランを作成する。
３学年キャリアプランニング
(=Achieving Term)志望校等につい
て総合的に調査し、３年間の総合学
習を振り返り、新たな生活への準備
をする。

現代社会の問題を掘り下げ、よりよい社会の実現を
考えさせていく。また、人間としての在り方や生き方
を考えさえ、国家や社会の一員としての自覚を持た
せる。

 
・学校行事を通し、自主性と協調性を養い活力ある高校生活を
  送る。体育祭・球技会は、生徒主体に企画運営を行う。
  各種学校行事の意義を理解させ、全員参加を目指した指導を
  徹底する。学校行事を通して、クラスの連帯感を強め、生徒の
  協調性を養う。クリーン作戦を通して、奉仕活動を体験させ豊
　かな心を育成する。
 ・生徒会活動・部活動を通し、豊かで充実した学校生活を送る。
  生徒会活動については、生徒主体による企画運営を行う。
  生徒が部活動に積極的に参加できる環境をつくり、部活動加入
  指導を行う。 目標を持ち、最後まで努力することにより、達成感
  を味わわせる。

芸術にふれることで豊かな情操
を養い、心の安定を図る。

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現
代の諸課題を追求したり解決したりする活動を通して、広
い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生
きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要
な公民としての資質・能力を育成する。

公民科

自然に対する関心や知識を高
めるとともに、生命の大切さを
学ばせる。


